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2023年４月23日日2023年４月22日土
■ 記念ゴルフ大会
　・サンピアゴルフクラブ
　・徳島カントリー倶楽部 月の宮コース
　 登録料　5,000円

■ 年次大会前夜祭
　 会　場　JRホテルクレメント徳島
　 時　間　19：30～
　 登録料　10,000円

徳島の方言、阿波弁で「まけまけいっぱい」とは「こぼれそうなほどいっぱい」という意味です。
「こばれそうなほどたくさんのおもてなしをご用意しておりますので、徳島でゆっくりしていって
ください」という意味を込めています。

「まけまけいっ
ぱいのおもてなし

　　 阿波の真心！ Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ
！」

大会スローガン

徳島大会 と　き／2023年4月22日（土）・23日（日）
ところ／日本フネン市民プラザ（吉野川市民プラザ）
登録料／7,000円

地区年次大会
第69回 ライオンズクラブ 国際協会336-A地区

8：00～ ９：00
9：30～10：30
11：00～12：00
12：00～13：00
13：00～15：00

指名選挙会  投票
分科会
代議員総会
昼食会
大会式典

■ 年次大会
　 会　場　日本フネン市民プラザ（吉野川市民プラザ）

We Serve

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会

3
3
6
ー
Ａ
地
区
　
地
区
誌

We Serve
No.2

10・11・12
2022年 第120号
令和4年11月21発行

丸亀城（香川県丸亀市）

藍の花

四国八十八ヶ所霊場  第11番札所  藤井寺



I N D E X

■ ガバナー・公式訪問

■ クラブアクティビティの報告

336-A 地区ガバナー公式訪問
336-A 地区ガバナー公式訪問

1REGION～9REGION

第37回ライオンズカップ 少年サッカー大会報告
在日留学生との交流
第８回サンタチャレンジ
ライオンズ奉仕デー
ライオンズ奉仕デー 傍示川清掃活動
小さな善行者表彰式
小児糖尿病支援（愛媛ブルーランドサマーキャンプ）
第36回ライオンズカップ松山地区 中学生ソフトテニス大会
第18回松山金亀ライオンズクラブ旗争奪 少年ソフトボール大会
We Love石手川2022 ＆ 消防・救急車展示と防災体験
中予地区予選 兼 松山センチュリーライオンズクラブ杯 少年サッカー大会
第5回新居浜ひうちライオンズクラブ杯 少年ソフトボール大会
薬物乱用防止オンライン教室開催
地域食堂（子ども食堂）にお米を贈る事業
共に楽しんできた視覚障がい者とのバス旅行～
第9回川之江ライオンズクラブ 少年少女スポーツ大会
地に緑、心豊にウィサーブ
環境保全・リサイクル 「古紙回収」実施
献血奉仕活動報告
愛ビーチ海岸清掃
クラブのアクティビティ実施状況について
西予市民病院前　美化活動
桜並木の草刈り等奉仕作業
アグレッシブ　エコキャップ運動
第５８回献血運動推進全国大会
魚の絵コンテスト
第１５回平和の塔追悼祈念式典
ボランティア清掃活動
ありがとう葉書メッセージ
スペシャルティクラブ

高知ライオンズクラブとさみずき支部認証状授与式
ワークショップを主とした地区ガバナー諮問委員会
ヘアドネーションへの思い
336-A地区 学生ボランティア活動証明書
LCIF（ライオンズクラブ国際財団）について
336-A地区 2022-2023年度 GMA組織
336-A 地区会員現況
物故会員・編集後記

表紙 2

表紙 3
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2～6

ガバナーキーワード

不易流行

336-A地区　2022～2023年度
ガバナースローガン

感謝を込めてウィサーブ

ライオンズクラブ国際協会336-A地区　地区ガバナー 市村  通夫
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表紙写真：江富 久雄

丸亀城について（表紙の説明）
標高約66ｍの亀山に築かれた平山城で、別名亀山城と呼ばれて
います。「石の城」と形容されるその名のとおり、丸亀城は石垣の
名城として全国的に有名です。「日本100名城」にも選ばれ、花見
や散歩など市民の憩いの場として親しまれています。

地区誌 しこく 第120号



I N D E X

■ ガバナー・公式訪問

■ クラブアクティビティの報告

336-A 地区ガバナー公式訪問
336-A 地区ガバナー公式訪問

1REGION～9REGION

第37回ライオンズカップ 少年サッカー大会報告
在日留学生との交流
第８回サンタチャレンジ
ライオンズ奉仕デー
ライオンズ奉仕デー 傍示川清掃活動
小さな善行者表彰式
小児糖尿病支援（愛媛ブルーランドサマーキャンプ）
第36回ライオンズカップ松山地区 中学生ソフトテニス大会
第18回松山金亀ライオンズクラブ旗争奪 少年ソフトボール大会
We Love石手川2022 ＆ 消防・救急車展示と防災体験
中予地区予選 兼 松山センチュリーライオンズクラブ杯 少年サッカー大会
第5回新居浜ひうちライオンズクラブ杯 少年ソフトボール大会
薬物乱用防止オンライン教室開催
地域食堂（子ども食堂）にお米を贈る事業
共に楽しんできた視覚障がい者とのバス旅行～
第9回川之江ライオンズクラブ 少年少女スポーツ大会
地に緑、心豊にウィサーブ
環境保全・リサイクル 「古紙回収」実施
献血奉仕活動報告
愛ビーチ海岸清掃
クラブのアクティビティ実施状況について
西予市民病院前　美化活動
桜並木の草刈り等奉仕作業
アグレッシブ　エコキャップ運動
第５８回献血運動推進全国大会
魚の絵コンテスト
第１５回平和の塔追悼祈念式典
ボランティア清掃活動
ありがとう葉書メッセージ
スペシャルティクラブ

高知ライオンズクラブとさみずき支部認証状授与式
ワークショップを主とした地区ガバナー諮問委員会
ヘアドネーションへの思い
336-A地区 学生ボランティア活動証明書
LCIF（ライオンズクラブ国際財団）について
336-A地区 2022-2023年度 GMA組織
336-A 地区会員現況
物故会員・編集後記

表紙 2

表紙 3

1

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22
23
24
25
26
27
28

2～6

ガバナーキーワード

不易流行

336-A地区　2022～2023年度
ガバナースローガン

感謝を込めてウィサーブ

ライオンズクラブ国際協会336-A地区　地区ガバナー 市村  通夫

■ 情　報 

3
3
6
―
A
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

We Serve

1

表紙写真：江富 久雄

丸亀城について（表紙の説明）
標高約66ｍの亀山に築かれた平山城で、別名亀山城と呼ばれて
います。「石の城」と形容されるその名のとおり、丸亀城は石垣の
名城として全国的に有名です。「日本100名城」にも選ばれ、花見
や散歩など市民の憩いの場として親しまれています。

1

We Serve



　
　
日　
時　
9
月
4
日
（
日
）

　
　
場　
所　
道
後
山
の
手
ホ
テ
ル

　
　
会　
議　
14
時
〜
16
時
30
分

　
　
懇
親
会　
17
時
〜
18
時
30
分

　

９
月
に
入
り
秋
を
感
じ
る
季
節
に
な
り

ま
し
た
が
、
当
日
の
最
高
気
温
は
34
℃
と

ま
だ
ま
だ
暑
く
ま
た
、
先
月
に
は
県
内
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数

３
，０
０
０
人
を
超
え
る
と
い
う
厳
し
い
状

況
の
中
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
森
岡
Ｒ
Ｃ
先
導
で
の
、
市
村
地
区

ガ
バ
ナ
ー
他
11
名
の
役
員
が
盛
大
な
拍
手
の

中
、
迎
え
ら
れ
て
の
ご
入
場
で
す
。
歓
迎
の

挨
拶
を
森
岡
Ｒ
Ｃ
よ
り
「
よ
う
こ
そ
松
山
道

後
温
泉
の
地
へ
」
と
始
め
、
ご
来
賓
代
表
挨

拶
を
高
岡
名
誉
顧
問
よ
り
頂
き
、
そ
の
後
市

村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶
の
の
ち
各
役
員

の
皆
様
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
引
き

続
き
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
委
員
か
ら

の
要
望
事
項
が
あ
り
、
最
後
に
各
ク
ラ
ブ
会

長
の
目
標
と
抱
負
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
気
品
溢
れ
る
雰

囲
気
で
の
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
２
年
９
月
３
日
（
土
）
今
治
国
際

ホ
テ
ル
に
て
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
為
、
マ
ス
ク
着
用
、

会
場
内
の
換
気
を
し
今
回
は
懇
親
会
も
行
い

ま
し
た
。

　

先
ず
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
地
区
役
員
、
地
区

委
員
の
紹
介
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ
出
席
者
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
佐
伯
晴
幸
２
R

―
R
C
の
歓
迎
挨
拶
、
関
野
邦
夫
元
地
区
ガ

バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問
の
激
励
の
言
葉
、

市
村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
、
山
﨑
勝

彦
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
、
石
井
淑

雄
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
後
、
地
区

ガ
バ
ナ
ー
所
信
、
及
び
運
営
方
針
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

所
信
で
は
、
１
・
新
ク
ラ
ブ
を
作
る
チ
ー

ム
、
２
・
新
会
員
を
つ
の
る
チ
ー
ム
、
３
・

会
員
の
満
足
度
を
応
援
す
る
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
永
遠
の
テ
ー
マ
「
会

員
増
強
と
L
C
I
F
」
の
事
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
、
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及

び
委
員
会
か
ら
の
要
望
。地
区
委
員
の
報
告
。

地
区
ガ
バ
ナ
ー
要
望
事
項
並
び
質
疑
応
答
･

目
標
。
地
区
年
次
大
会
に
つ
い
て
。
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
事
務
報
告
。
そ
し
て
、
佐
伯
晴
幸
２

R
―
R
C
の
閉
会
宣
言
と
閉
会
ゴ
ン
グ
に
て

無
事
、
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
も
無
事
終
了
致
し
ま
し

た
。

1
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
佐
伯　
康
司
（
松
前
）

2
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
三
好　
正
俊
（
川
之
江
中
央
）

1 
R
E
G
I
O
N

2 

R
E
G
I
O
N

2
0
2
2
〜
2
0
2
3
年
度  

地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
を
終
え
て

　
　
日　
時　
9
月
3
日
（
土
）

　
　
場　
所　
今
治
国
際
ホ
テ
ル

地
区
ガ
バ
ナ
ー 

公
式
訪
問
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日　
時　
9
月
10
日
（
土
）

　
　
場　
所　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　

9
月
10
日
、
愛
媛
県
愛
南
町
に
あ
る
御

荘
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
3
R
の
地
区
カ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍
が
収
ま
っ
て
お
ら

ず
、
会
食
は
弁
当
持
ち
帰
り
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
3
R
の
埜
下
浩
孝
R
C
を
始

め
と
し
て
ク
ラ
ブ
会
員
が
、
遠
路
を
訪
ね
て

き
て
頂
い
た
市
村
地
区
カ
バ
ナ
ー
さ
ん
や

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
方
々
と
膝
を
交
え
て

懇
談
す
る
機
会
が
持
て
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
し
た
が
、
約
40
名
で
、
熱
心
に
ク
ラ
ブ
の

現
状
等
に
つ
い
て
報
告
や
、
話
合
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

3
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
末
光　
勝
幸
（
伊
方
）

3 

R
E
G
I
O
N

　
　
日　
時　
8
月
6
日
（
土
）

　
　
場　
所　
高
松
国
際
ホ
テ
ル

　

２
０
２
２
年
８
月
６
日
（
土
）
高
松
国
際

ホ
テ
ル
に
て
午
後
一
時
よ
り
地
区
ガ
バ
ナ
ー

公
式
訪
問
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
村
通
夫

地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

役
員
、
地
区
役
員
・
委
員
、
各
ク
ラ
ブ
の
三

役
ほ
か
の
皆
様
を
迎
え
ま
し
た
。

　

松
原
典
士
４
Ｒ
―
Ｒ
Ｃ
よ
り
開
会
宣
言
、

開
会
ゴ
ン
グ
及
び
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
次
に
蔵
本
守
雄
前
地
区
ガ
バ
ナ
ー

の
激
励
の
お
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
村
通
夫
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
が
あ

り
「
子
供
食
堂
に
色
々
な
形
で
も
よ
い
の
で

ご
支
援
を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
お
願
い
の
言

葉
が
あ
り
、
次
に
第
一
・
第
二
の
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地

区
役
員
よ
り
要
望
事
項
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
静
粛
の
中
、
意
義
の
あ
る
公
式
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。
最
後
に
松
原
典
士
４
Ｒ
―
Ｒ

Ｃ
の
閉
会
宣
言
、
閉
会
ゴ
ン
グ
で
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
懇
親
会
会
場
に
移
り
、
松
前
龍
宗

地
区
名
誉
顧
問
の
開
演
の
挨
拶
で
始
ま
り
和

気
あ
い
あ
い
な
雰
囲
気
で
過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
に
閉
宴
の
言
葉
を
鏡
原
勲
男
４
Ｒ
―
４

Ｚ
Ｃ
が
述
べ
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

4
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
藪
脇　
博
之
（
小
豆
島
）

4 

R
E
G
I
O
N

地
区
ガ
バ
ナ
ー 

公
式
訪
問
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日　
時　
8
月
7
日
（
日
）

　
　
場　
所　
ま
な
べ
結
婚
式
場

　

８
月
７
日
（
日
）、
ま
な
べ
結
婚
式
場
で
、

市
村
通
夫
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
お
迎
え
し
、
５

Ｒ
公
式
訪
問
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
総

勢
70
名
。
歓
迎
の
挨
拶
、
激
励
の
言
葉
、
そ

し
て
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

石
井
第
2
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
は
、「
５

Ｒ
の
成
長
な
く
し
て
3
3
6
︱
A
地
区
の
成

長
は
な
し
」「
75
才
に
し
て
、
絶
好
調
！
」

と
、
い
つ
も
な
が
ら
の
簡
潔
明
瞭
の
挨
拶
が

あ
り
、
会
場
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
、
雰
囲
気

も
最
高
潮
に
。

　

休
憩
の
後
、
各
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
―

及
び
各
委
員
か
ら
の
伝
達
、
要
望
等
に
続

き
、
真
鍋
元
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
は
、
A
地
区
全

体
に
お
け
る
会
員
数
純
増
50
名
、
L
C
I
F

地
区
目
標
40
万
ド
ル
の
達
成
、
ア
イ
バ
ン
ク

等
へ
の
寄
付
、
次
年
度
よ
り
国
際
会
費
が
値

上
げ
さ
れ
る
等
、
ガ
バ
ナ
ー
方
針
を
全
面
的

に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
、
説
得
力
の
あ
る
説
明
が

あ
っ
た
。

　

会
議
の
後
は
、懇
親
会
。山
地
元
ガ
バ
ナ
ー

の
乾
杯
で
始
ま
り
、
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
て
い
た
。
真
鍋
元
ガ
バ
ナ
ー
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
ロ
ー
ア
で
閉
会
、「
5
R
は
一

つ
」
と
い
う
言
葉
を
改
め
て
確
認
し
た
瞬
間

で
も
あ
っ
た
。
参
加
さ
れ
た
関
係
各
位
の
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

5
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
香
川　
均
（
綾
歌
郡
）

5 

R
E
G
I
O
N

　
　
日　
時　
8
月
20
日
（
土
）

　
　
場　
所　
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十

　

令
和
4
年
8
月
20
日
、
四
万
十
市
の
新

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十
に
て
、
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
6
R
・
7
R
合
同
で
開
催
で

し
た
が
、
今
年
度
は
6
R
単
独
で
の
開
催

で
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
光
栄
で
す
。

　

当
日
の
公
式
訪
問
で
す
が
、
通
常
で
し

た
ら
ガ
バ
ナ
ー
・
役
員
の
皆
様
は
入
場
後

壇
上
の
お
席
に
着
く
わ
け
で
す
が
、
当
日

は
着
席
す
る
前
に
全
員
が
壇
上
の
前
に
整

列
さ
れ
、
市
村
ガ
バ
ナ
ー
の
先
導
の
元
、

「
ウ
ィ
サ
ー
ブ
！
」
の
ロ
ー
ア
を
頂
き
ま

し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
の
意
気
込
み
を
感
じ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
山
下
章
一
6
Ｒ
︱
3
Ｚ
Ｃ
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
ガ
バ
ナ
ー
・
各
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
役
員
の
皆
様
よ
り
激
励

の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
出
席
各
ク
ラ

ブ
の
会
長
さ
ん
も
真
剣
に
意
見
・
要
望
を

さ
れ
、
素
晴
ら
し
い
公
式
訪
問
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
非
常
に
残
念
な
こ
と
は
、
公
式

訪
問
直
前
に
懇
親
会
が
中
止
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。
本
会
に
匹
敵
す
る
位
、
大
事
な

懇
親
会
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に

残
念
で
す
。

　

次
い
つ
の
日
か
当
市
で
公
式
訪
問
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
の
時
は
リ

ベ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。

6
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
乾　
哲
郎
（
四
万
十
）

6 

R
E
G
I
O
N

6R-2Z 6R-1Z

6R-3Z

地
区
ガ
バ
ナ
ー 

公
式
訪
問
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日　
時　
8
月
21
日
（
日
）

　
　
場　
所　

�

ザ
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急

高
知

　

令
和
４
年
８
月
21
日
ザ
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス

新
阪
急
高
知
に
て
７
Ｒ
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
盛
大
な
拍
手
の
中
、

岸
岩
男
７
Ｒ
Ｃ
の
先
導
で
市
村
通
夫
地
区
ガ

バ
ナ
ー
を
は
じ
め
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
皆

様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

岸
Ｒ
Ｃ
の
開
会
宣
言
、
開
会
ゴ
ン
グ
に
始

ま
り
歓
迎
の
挨
拶
、
酒
井
公
一
地
区
名
誉
顧

問
の
激
励
の
こ
と
ば
、市
村
通
夫
ガ
バ
ナ
ー
、

第
一
、
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
挨
拶
と

続
き
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
感

謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」キ
ー
ワ
ー
ド「
不

易
流
行
」
の
説
明
、
運
営
方
針
、
地
区
活
動

基
本
計
画
の
説
明
に
続
い
て
後
藤
田
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
幹
事
、
阿
部
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
計
、

各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
委
員
長
、
委
員
か

ら
の
要
望
事
項
の
発
表
が
あ
り
、
７
Ｒ
の
14

ク
ラ
ブ
の
会
長
よ
り
今
年
度
の
目
標
と
抱
負

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
が

発
表
の
間
、
市
村
ガ
バ
ナ
ー
が
壇
上
に
て
起

立
の
ま
ま
真
剣
に
皆
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い

る
姿
を
見
て
、
地
区
へ
の
取
り
組
み
に
対
す

る
熱
い
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

7
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
和
田　
信
介
（
高
知
中
央
）

7 

R
E
G
I
O
N

　
　
日　
時　
8
月
27
日
（
土
）

　
　
場　
所　

�

J
R
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

徳
島

　

日
本
三
大
盆
踊
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
数
え

ら
れ
徳
島
県
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
阿

波
踊
り
」
が
、
8
月
12
日
～
15
日
ま
で
、
開

催
規
模
を
縮
小
し
て
3
年
ぶ
り
に
屋
外
演
舞

場
を
設
置
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
期

間
中
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、
県
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
徳
島
市
中
心
部
の
街

中
に
「
ぞ
め
き
」
の
リ
ズ
ム
と
と
も
に
活
気

と
に
ぎ
わ
い
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
阿
波
踊
り
」
終
了
後
、
コ
ロ
ナ
感
染
者

が
徐
々
に
増
加
し
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
8
月
27
日
（
土
）
残
暑
厳
し
い
中
、
８

R
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が

J
R
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
で

無
事
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
刻
の
午
後
2
時
30
分
、
立
道

R
C
に
先
導
さ
れ
市
村
道
夫
地
区

ガ
バ
ナ
ー
、
山
崎
勝
彦
第
一
副
地

区
ガ
バ
ナ
ー
、
石
井
叔
雄
第
二
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
他
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

役
員
が
盛
大
な
拍
手
の
中
入
場
さ

れ
ま
し
た
。

　

立
道
R
C
の
開
会
宣
言
・
開
会

ゴ
ン
グ
で
公
式
訪
問
が
ス
タ
ー
ト

し
、
立
道
R
C
の
歓
迎
の
挨
拶
に

続
い
て
、川
辺
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
・

地
区
名
誉
顧
問
、
木
内
元
地
区
ガ

バ
ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問
よ
り
、

地
区
ガ
バ
ナ
ー
へ
の
激
励
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
市
村
地
区

ガ
バ
ナ
ー
が
挨
拶
し
、
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
感
謝
を
込
め
て
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」、
ガ
バ

ナ
ー
キ
ー
ワ
ー
ド
「
不
易
流
行
」
に
つ
い
て

説
明
を
し
ま
し
た
。
山
崎
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
、
石
井
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶

の
後
、
市
村
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
各
ク
ラ
ブ
へ
記

念
の
バ
ナ
ー
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
か
ら
今
年
度
の
運
営

方
針
の
説
明
と
し
て
、
市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー

か
ら
地
区
運
営
方
針
、
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
地
区
委
員
長
か
ら
運
営
方
針
、
要
望

事
項
の
説
明
の
後
、
各
ク
ラ
ブ
会
長
か
ら
の

報
告
・
要
望
・
質
問
が
あ
り
公
式
訪
問
は
終

了
し
ま
し
た
。

8
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
日
浅　
哲
仁
（
土
成
）

8 

R
E
G
I
O
N

地
区
ガ
バ
ナ
ー 

公
式
訪
問
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日　
時　
8
月
28
日
（
日
）

　
　
場　
所　

�
J
R
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

徳
島

　

去
る
8
月
28
日
「
9
R
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公

式
訪
問
」
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
規
模
を
縮
小
し
て
午
後

か
ら
２
つ
の
ゾ
ー
ン
か
ら
各
ク
ラ
ブ
が
参
加

し
、
市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
ほ
か
、
地
区
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
役
員
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

水
野
R
C
の
歓
迎
の
言
葉
か
ら
始
ま
り
、

木
内
元
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
激
励
の
言
葉
を

頂
き
、
市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
山
﨑
第
一
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
石
井
第
二
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
力
強
い
挨
拶
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
公
式
訪
問
記
念
品
贈
呈
、
地
区

ガ
バ
ナ
ー
地
区
運
営
方
針
説
明
の
後
、
地
区

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
各
委
員
長
か
ら
の

要
望
が
な
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
か
ら
の
報
告
・
要

望
・
質
問
と
続
き
ま
し
た
。
会
員
減
少
対
策
、

子
ど
も
食
堂
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
に
つ
い
て

真
摯
な
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
、
各
ク
ラ
ブ

の
参
加
者
は
今
後
の
活
動
に
強
い
決
意
を

し
、
中
身
の
濃
い
意
義
あ
る
公
式
訪
問
だ
っ

た
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

市
村
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
中
心
と
す
る
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
皆
様
に
は
暑
い
中
、
ご
来

訪
を
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
に
も
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
本
会
の
無
事
終
了
を
報
告

し
ま
す
。

9
R
︱
M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員
　
元
木　
章
生
（
阿
波
池
田
）

9 

R
E
G
I
O
N

地区ガバナー公式訪問お疲れ様でした
2022～2023年度

地
区
ガ
バ
ナ
ー 

公
式
訪
問

6地区誌 しこく 第120号



　

毎
年
勤
労
感
謝
の
日
に
留
学
生
さ
ん

達
を
お
招
き
し
て
座
禅
・
生
け
花
・
茶

道
を
共
に
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
着
て
い
る
民
族
衣
装
と
日

本
の
伝
統
文
化
が
融
合
し
て
新
鮮
な

雰
囲
気
を
作
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
の
応

援
も
あ
り
内
容
も
毎
年

工
夫
を
こ
ら
し
ク
ラ
ブ

会
員
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
の
中
か
ら
よ
く
ぞ
愛
媛

を
選
ん
で
来
て
く
れ
た
と
い
う
想
い
が

わ
き
あ
が
り
い
つ
も
留
学
生
さ
ん
達
の

母
に
な
っ
た
よ
う
な
時
間
を
味
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

少
年
た
ち
が
サ
ッ
カ
ー
競
技
を
通
じ

て
、
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
養
い

サ
ッ
カ
ー
少
年
の
親
睦
と
交
流
を
深
め

る
事
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
情
勢
に
よ
り
２
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
８
人
制
の
44
チ
ー
ム

７
０
４
名
参
加
で
大
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
も
素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
み
せ

て
く
れ
ま
し
た
。 第

37
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ

　
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
報
告

松
山
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

在
日
留
学
生
と
の
交
流

松
山
つ
ば
き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　

Y
C
E
・
国
際
関
係
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
レ
オ
委
員
長

氏
兼
　
泰
子

1R-1Z

1R-1Z
ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告

　
2
0
2
2
年
9
月
3
日
、
4
日
、
10
日
の
三
日
間　
開
催

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告

7
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令
和
4
年
10
月
1
日
（
土
）
ラ
イ
オ

ン
ズ
奉
仕
デ
ー
と
し
て
、松
山
市
堀
江
、

和
気
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

砂
浜
や
波
打
ち
際
に
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
ゴ
ミ
が
多
く
、
今
回
の
清

掃
で
改
め
て
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

等
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
細
か
く
な
り
な
が
ら
海
を
流
れ
、
こ

れ
を
魚
が
食
べ
、
そ
れ
を
人
間
が
食
べ

る
。
未
来
の
た
め
に
も
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
化
を
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
感
じ
た
ア
ク
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
催
：
2
0
2
1
年
12
月
19
日（
日
）

　
場
所
：�

松
山
市
中
心
部　
大
街
道
商

店
街
の
店
舗
跡
地

　

障
害
を
抱
え
る
子
供
た
ち
を
応
援
す

る
「
サ
ン
タ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
第
８
回
を
、

そ
れ
ま
で
の
一
般
市
民
参
加
型
パ
レ
ー

ド
で
は
な
く
「
ア
ー
ト
展
示
会
」
と
し

て
実
施
。

　

愛
媛
県
立
し
げ
の
ぶ
特
別
支
援
学
校

の
児
童
・
生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
85

点
を
、
約
４
０
０
名
の
一
般
の
方
々
に

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
は
サ
ン

タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
装
し
、
会
場
案
内
や

記
念
撮
影
の
お
手
伝

い
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛

上
げ
ま
し
た
。

第
８
回 

サ
ン
タ
チ
ャ
レ
ン
ジ

松
山
城
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
デ
ー松

山
道
後
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1R-1Z

1R-2Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告

8地区誌 しこく 第120号



　

毎
年
、
松
前
町
内
小
中
学
校
６
校
で

推
薦
を
し
て
頂
き
、
挨
拶
運
動
や
人
権

活
動
、
地
域
へ
の
貢
献
活
動
、
環
境
活

動
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
富
ん
で

い
る
善
行
者
へ
の
表
彰
式
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
12
月
に
開
催
予
定
で
す
。

　

松
山
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
継
続

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
10
月
1
日
に

坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
傍
示
川

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
の
愛
リ
バ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
賛

を
受
け
て
お
り
、
ゴ
ミ
袋
等
は
県
か
ら

提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

は
「
川
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
に
」
と

い
う
制
約
が
あ
り
、
ゴ
ミ
が
見
え
て
い

て
も
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
フ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
た
ま
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
デ
ー
で
も

あ
り
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
員
全
員
爽

や
か
な
汗
を
流
す
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
奉
仕
デ
ー

　
　
傍
示
川
清
掃
活
動松

山
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

小
さ
な
善
行
者
表
彰
式

松
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1R-2Z

1R-2Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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例
年
夏
休
み
に
開
催
さ
れ
る
こ
の
大

会
で
は
、
部
活
に
励
ん
だ
け
れ
ど
も
レ

ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
な
か
っ
た
選
手
や
１

年
生
に
も
試
合
で
の
活
躍
の
機
会
を
与

え
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
あ
っ
た
選
手
は
、

逆
に
大
会
補
助
の
裏
方
の
仕
事
を
経
験

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
わ
ば
部
活
を

影
で
支
え
た
選
手
た
ち
の
大
会
と
し
て

長
年
に
渡
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
保

護
者
か
ら
も
「
我
が
子
は
補
欠
だ
っ
た

が
ゲ
ー
ム
に
出
て
い
る
姿
を
応
援
で
き

て
、
よ
か
っ
た
」
等
の
お
声
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。

　

８
月
13
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
、

愛
媛
ブ
ル
ー
ラ
ン
ド
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

2
0
2
2
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
小
児
I
型
糖
尿
病

患
者
（
小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生
）

の
子
供
達
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
本
来
３
泊
４
日
の
キ
ャ
ン
プ
が
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
半
日
の
イ
ベ

ン
ト
に
な
り
ま
し
た
が
、
短
い
時
間
の

中
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

小
児
糖
尿
病
支
援

　
（
愛
媛
ブ
ル
ー
ラ
ン
ド
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
）

松
山
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
委
員
長　

中
田
　
天
平

1R-3Z

第
36
回
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
松
山
地
区

　
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

松
山
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1R-3Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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２
０
２
２
年
３
月
13
日
『
W
e 

L
o

ｖ
ｅ 

石
手
川
２
０
２
２
＆
消
防
･
救

急
車
展
示
と
防
災
体
験
』
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
は
結
成
当
初
か

ら
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す
。

　
「
人
と
自
然
と
の
共
生
」
の
も
と
、

松
山
の
地
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
白
鷺
を

自
然
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
「
白
鷺
の
住

め
る
ま
ち
づ
く
り
」を
提
唱
し
て
お
り
、

毎
年
松
山
中
央
公
園
北
側
の
河
川
敷
周

辺
を
舞
台
に
清
掃
活
動
と
ア
ラ
ー
ト
事

業
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
世
界
的

な
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
一

般
来
場
者
を
含
む
開
催
が
３
年
ぶ
り
に

も
拘
わ
ら
ず
、
国
土
交
通
省
･
愛
媛
県

･
松
山
市
･
各
企
業
団
体
･
愛
媛
大
学

･
ボ
ー
イ
╱
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
･
一
般

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
な
ど
、
総
勢

6
4
0
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
会
式
で
の
「
ゴ
ミ
は
大
切
な
宝

物
で
す
よ
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
後
、

各
自
割
り
当
て
ら
れ
た
清
掃
場
所
に
向

か
い
1
時
間
程
度
の
清
掃
活
動
を
お
こ

な
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
清
々

し
い
汗
を
か
き
な
が
ら
笑
顔
で
懸
命
に

ゴ
ミ
な
ど
を
拾
わ
れ
て
い
る
姿
や
、「
宝

物
」
を
集
め
た
あ
と
の
ご
褒
美
と
し
て

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
頬
張
る
子
供
た
ち
の

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

　

清
掃
活
動
に
引
き
続
き
、
松
山
市
消

防
局
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ア
ラ
ー
ト
事

業
と
し
て
、
水
消
火
器
体
験
･
地
震
体

験
車
･
煙
体
験
ハ
ウ
ス
･
救
急
車
展
示

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
体
験
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
、
昨
年
と
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催

が
見
送
り
と
な
っ
て
い
た
少
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
、
３
年
振
り
に
松
山
市

内
24
チ
ー
ム
の
参
加
で
、
９
月
17
日
予

選
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
９
月
23
日
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
の
日
程
で
重
信
河
川
敷

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
思
う
存
分
発
揮
さ
れ
、
白
熱
し

た
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
熱
い

応
援
も
あ
り
、
大
変
盛
り
上
が
っ
た
大

会
と
な
り
ま
し
た
。

第
18
回
松
山
金
亀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
旗
争
奪

　
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

松
山
金
亀
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1R-3Z

松
山
白
鷺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
30
周
年
記
念
事
業

　
W
e  

L
o
v
e
石
手
川
2
0
2
2  

＆

消
防
・
救
急
車
展
示
と
防
災
体
験

松
山
白
鷺
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1R-3Z

開会式

国土交通省四国地方整備局松山河川国道事務所
中屋正浩所長▶︎

優勝旗授与式

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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当
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
青
少
年
育
成

事
業
の
一
つ
で
あ
る
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
９
月
３
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
制
限
が
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
中
、
関
係
者
の
徹
底

し
た
感
染
対
策
の
も
と
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
よ
り
13
チ
ー
ム
が
参
加

し
白
熱
し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
決
勝
戦
を
前
に
天
候
が
悪
化

し
試
合
中
止
と
な
り
、
９
月
10
日
に
改

め
て
決
勝
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
２
月
の
予
定
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
影
響
で
延
期
と
な
り
、
6
月
4

日
（
土
）・
5
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
健
全
な
青
少
年

の
育
成
を
目
指
す
も
の
と
し
て
毎
年

開
催
さ
れ
、
参
加
40
チ
ー
ム　

総
勢

6
0
0
人
余
り
が
４
つ
の
会
場
に
分
か

れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し

て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い

の
姿
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
今
後
も
挑
戦

す
る
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
て
い
き
た

い
。

第
5
回
新
居
浜
ひ
う
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

　
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

新
居
浜
ひ
う
ち
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

中
予
地
区
予
選　
兼 

　
　
松
山
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

　
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

松
山
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

2R-1Z

1R-3Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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我
が
ク
ラ
ブ
は
今
期
結
成
30
周
年
を

迎
え
記
念
事
業
と
し
て
タ
イ
ト
ル
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
元
J
Ａ
立
花
の
方
の
ご
協
力
を

得
て
、
今
治
市
内
に
あ
る
９
つ
の
地

域
食
堂
グ
ル
ー
プ
の
大
人
や
子
ど
も
達

も
一
緒
に
田
植
え
・
収
穫
で
汗
を
流

し
、
と
れ
た
お
米
を
各
グ
ル
ー
プ
に
贈

り
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣

旨
で
す
。
実
際
に
関
わ
っ
て
話
す
こ
と

で
様
々
な
問
題
を
知
り
考
え
る
こ
と
が

出
来
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

わ
が
今
治
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
体
験
型
の
教
室
を
得
意
と
し
、
記

憶
に
残
る
講
義
を
心
掛
け
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
も
時
節

柄
必
然
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
内
小
中
学
校
３
校
で
実

施
し
、
当
初
は
通
信
障
害
に
も
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
直
近
の
中
学
校
で
は

全
校
生
徒
、
先
生
を
合
わ
せ
出
席
者

5
4
1
名
、
14
教
室
を
結
ん
で
教
室
を

開
催
し
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
高
評
価
を

得
ま
し
た
。
I
T
で
青
少
年
健
全
育
成

の
奉
仕
が
で
き
る

の
は
ク
ラ
ブ
の
誇

り
で
す
。

薬
物
乱
用
防
止
オ
ン
ラ
イ
ン
教
室
開
催

今
治
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

M
C
副
委
員
長　

阿
部
　
国
広

地
域
食
堂
（
子
ど
も
食
堂
）
に

お
米
を
贈
る
事
業

今
治
く
る
し
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

M
C
委
員
会  

委
員
長　

山
本
　
友
哉

2R-2Z

2R-2Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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２
０
１
４
年
に
第
１
回
大
会
を
実
施

し
て
、
９
月
25
日
に
第
９
回
大
会
を
行

い
ま
し
た
。

　

例
年
は
救
助
手
配
が
難
し
く
、
12
月

開
催
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度

は
市
内
社
会
人
野
球
チ
ー
ム
の
ご
協
力

を
得
て
、
９
月
最
終
日
曜
日
の
開
催
が

可
能
と
な
り
、
参
加
チ
ー
ム
も
６
年
生

の
卒
業
記
念
（
10
月
初
日
よ
り
新
人

チ
ー
ム
と
な
る
）
大
会
と
し
て
実
施
出

来
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
指
導
者
と
体
育
協
会
等

の
ご
尽
力
を
得
て
来
年
度
か
ら
は
本
大

会
を
卒
業
記
念
大
会
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
こ
と
に
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

伊
予
三
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し

て
は
「
視
覚
障
が
い
者
協
会
一
日
の
つ

ど
い
」
を
主
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し

て
永
年
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
毎

回
協
会
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
受
け
て

両
者
で
旅
先
を
検
討
し
、下
見
を
行
い
、

視
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て
不
都
合
が
な

い
か
を
確
認
し
た
上
で
旅
程
を
た
て
当

日
を
迎
え
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
り
、
本
年
度
も
今
年
こ
そ
は
と
下

見
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
や
む
な
く

中
止
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

バ
ス
旅
行
の
目
的
と
し
て
視
覚
障
が

い
者
の
方
々
が
普
段
出
来
な
い
体
験
を

実
施
い
た
だ
く
事
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

我
々
ラ
イ
オ
ン
ズ
が
何
か
を
提
供
す

る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
と
同
じ
目
線

で
寄
り
添
い
、
共
に
楽
し
い
体
験
が
で

き
る
の
が
こ
の
旅
行
の
良
い
点
で
す
。

道
中
の
バ
ス
の
中
で
語
り
合
い
心
を
許

し
て
交
流
で
き
る
こ
の
場
こ
そ
、
わ
れ

わ
れ
ラ
イ
オ
ン
ズ
精
神
の
基
本
だ
と
あ

ら
た
め
て
思
い
ま
す
。
来
年
こ
そ
は
実

施
さ
れ
ま
す
こ
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
日
ま
で
日
々
生
活
上
充
分
気
を
つ

け
ら
れ
て
お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う

に
！
こ
れ
か
ら
も
伊
予
三
島
ラ
イ
オ
ン

ズ
が
さ
さ
や
か
な
が
ら
手
を
差
し
の
べ

て
ま
い
り
ま
す
。

共
に
楽
し
ん
で
き
た

　
視
覚
障
が
い
者
と
の
バ
ス
旅
行
〜

伊
予
三
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　

篠
原
　
順
子

2R-3Z

第
9
回
川
之
江
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
大
会

川
之
江
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

2R-3Z

◀︎ 2019 年 9 月 12 日
　 東かがわ手袋工房縫子さんにて

2018 年 10 月 5 日▶︎
菊間かわら館で体験後、
今治  大浜にて食事

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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実
施
時
期
：

　
　
　
2
0
2
2
年
7
月
3
日
（
日
）

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
実
施
さ
れ
た
の
は
古
紙
回
収
の
み

で
す
。
四
国
中
央
市
の
地
場
産
業
は
紙

で
あ
り
、
地
元
の
古
紙
回
収
業
者
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
年
３
回
実
施
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
四
国
中
央
市

は
古
紙
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
回
収

の
補
助
金
が
あ
る
た
め
、
古
紙
回
収
に

参
加
す
る
団
体
も
多

く
、
古
紙
の
安
定
確

保
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

計
画
し
て
い
る
他
の

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が

実
施
出
来
る
か
ど
う

か
は
、
コ
ロ
ナ
禍
次

第
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
５
年
、当
時
の
相
馬
会
長
の「
地

に
緑
、心
豊
に
ウ
ィ
サ
ー
ブ
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
我
が
町
を
我
々
の
手
で
守

り
育
て
よ
う
と
の
思
い
か
ら
ラ
ブ
リ

バ
ー
推
進
協
議
会
を
結
成
し
て
以
来
、

30
年
に
渡
り
当
ク
ラ
ブ
が
主
と
な
り
、

関
川
河
川
敷
ふ
る
さ
と
広
場
を
中
心
に

各
種
団
体
や
有
志
の
協
力
を
得
て
、
草

刈
、
ご
み
拾
い
等
を
毎
月
80
名
前
後
の

参
加
者
で
清
掃
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
広
場
で
は
、
夏
祭
り
、
芋
炊
き
、

太
鼓
台
か
き
く
ら
べ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会

な
ど
年
間
を
通
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

地
に
緑
、
心
豊
に
ウ
ィ
サ
ー
ブ

伊
予
土
居
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　

櫛
部
　
邦
寛

2R-3Z

環
境
保
全
・
リ
サ
イ
ク
ル

　
「
古
紙
回
収
」
実
施

四
国
中
央
法
皇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　

篠
原
　
悟

2R-3Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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当
ク
ラ
ブ
は
愛
媛
県
が
実
施
す
る

『
愛
ビ
ー
チ
制
度
』
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
昨
年
度
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
一
回
目
の
海
岸
清
掃
を
９
月

17
日
に
高
須
海
岸
で
実
施
し
ま
し
た
。

就
労
継
続
支
援
事
業
所
の
ヴ
ィ
セ
さ
ん

を
お
誘
い
し
て
合
計
34
名
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
拾

い
、海
岸
を
き
れ
い
に
清
掃
し
ま
し
た
。

海
洋
ご
み
の
８
割
が
街
で
発
生
し
た
ゴ

ミ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
海
洋
ご
み

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
日
々
の
清
掃
活

動
も
積
極
的
に
行
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
日
時　

�

令
和
４
年
10
月
８
日
（
土
）

10
時
～
16
時

　
場
所　
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
川
之
江

　

前
日
は
激
し
い
雨
が
降
り
気
温
も
下

が
り
肌
寒
く
野
外
で
の
献
血
奉
仕
活
動

を
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
当
日
は

前
日
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
清
々
し
い

秋
晴
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
早
く
か
ら
多
く
の
献
血
希
望
者
が

来
ら
れ
ま
し
た
。当
ク
ラ
ブ
で
は
年
間
、

二
回
の
献
血
奉
仕
を
実
施
し
て
お
り
毎

回
60
名
前
後
の
献
血
者
数
で
、
今
回
も

受
付
さ
れ
た
方
が
65
名
、
４
０
０
㎖
献

血
さ
れ
た
方
が
65
名
で
不
採
血
が
０
名

で
し
た
。
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
血

液
の
提
供
を
お
受
け
し
ま
し
た
。
多
く

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

次
回
は
来
年
の

４
月
頃
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

献
血
奉
仕
活
動
報
告川

之
江
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

環
境
保
全
・
保
健
福
祉
・
ア
ラ
ー
ト
委
員
長　

西
口
　
将
彦

2R-3Z

愛
ビ
ー
チ
海
岸
清
掃

伊
予
小
松
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

2R-4Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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令
和
４
年
７
月
24
日
（
日
）、
西
予

市
民
病
院
前
庭
の
芝
刈
・
除
草
作
業
を

実
施
。

　

猛
暑
下
の
た
め
早
朝
7
時
30
分
集
合

に
も
拘
ら
ず
会
員
及
び
家
族
・
職
場
の

同
僚
等
24
人
、子
供
４
人
が
参
加
し
た
。

　

会
長
の
挨
拶
、正
司
Z
C
の
説
明
後
、

タ
オ
ル
で
汗
を
拭
き
な
が
ら
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
作
業
し
、
軽
ト

ラ
一
杯
分
の
除
草
が
で
き
た
。

　

作
業
終
了
後
は
調
理
パ
ン
が
、
ま
た

病
院
か
ら
は
お
茶
の
差
し
入
れ
が
あ

り
、
参
加
者
は
す
が
す
が
し
い
顔
で
ほ

お
ば
っ
て
い
た
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
近
年
、
薬
物
乱
用
防

止
教
室
の
開
催
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
3
年
前
は
7
つ
の
小
学
校
で
教
室

を
開
催
し
、
多
く
の
生
徒
と
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
０
２
０
年
度
及
び

２
０
２
１
年
度
の
２
年
間
、
教
室
の
開

催
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
本
年
度
は
す
で
に
複

数
の
小
学
校
よ
り
依
頼
が
来
て
お
り
、

近
々
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
、
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
状
態
に
戻
る
こ
と
を
祈
念
す

る
日
々
で
す
。

ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
施
状
況
に
つ
い
て

西
条
石
鎚
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

会
長　

石
川
　
裕
康

2R-4Z

西
予
市
民
病
院
前　
美
化
活
動

宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

3R-1Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
２
０
２
１
年
11
月

21
日
（
日
）
に
当
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
あ
る
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
回
収
運
動
に
身
近
な
問
題
で

あ
る
、
島
民
約
２
３
０
人
が
住
む
八
幡

浜
市
唯
一
の
有
人
島
で
あ
る
、
八
幡
浜

大
島
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

の
実
態
調
査
と
島
民
と
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
と
の
交
流
を
兼
ね
た
ナ
ラ
テ
ィ
ブ

な
家
族
会
・
大
島
清
掃
作
業
を
行
っ
た
。

　

当
日
参
加
し
た
、
筆
者
で
あ
る
私
の

小
学
生
６
年
の
息
子
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
活
動
に
理
解
を
示
し
、
大
島
に

初
上
陸
。
島
に
漂
着
し
た
ゴ
ミ
の
多
さ

に
驚
く
と
共
に
、
学
校
で
も
集
め
て
い

る
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
の
意
味
、
自
然

環
境
問
題
に
取
り
組
む
当
団
体
の
意
義

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
清
掃
活
動
後

は
大
島
テ
ラ
ス
さ
ん
が
用
意
し
て
く
れ

た
採
れ
た
て
の
魚
介
類
、
お
肉
を
お
な

か
一
杯
食
べ
て
地
元
の
ゴ
ミ
は
し
っ
か

り
回
収
し
、お
金
は
ど
っ
さ
り
落
と
し
、

離
島
時
に
は
地
元
の
方
に
船
が
見
え
な

く
な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
頂
き
、
船
内

で
は
「
ま
た
、
来
年
も
会
い
に
行
こ
う

や
」
と
メ
ン
バ
ー
が
口
々
に
・
・
・

　

ま
た
一
つ
八
幡
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
活
動
が
エ
ク
ス
テ
ン
デ
ッ
ト
し
た
一

日
で
し
た
。

　

９
月
９
日
午
後
３
時
か
ら
会
員
等
17

名
参
加
の
も
と
、
郷
の
川
沿
い
桜
並
木

の
草
刈
り
等
奉
仕
作
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
日
は
、
厳
し
い
残
暑
の
な
か
２

時
間
余
り
作
業
を
し
ま
し
た
。

　

郷
の
川
沿
い
に
順
次
植
栽
し
た
67
本

の
枝
垂
れ
桜
は
す
く
す
く
生
長
し
、
春

に
は
多
数
の
薄
桃
色
の
花
が
咲
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
郷
の
川
沿
い
が
美
し

い
桜
並
木
に
な
り
、
花
見
の
名
所
に
な

る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。
な
お
、
草
刈
り
を
し

た
土
手
に
は
多
数
の
彼
岸
花
が
咲
き
、

草
刈
り
の
お
礼
と
ば
か
り
赤
い
花
々
が

揺
れ
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
も
フ
ワ
リ
舞
っ

て
い
ま
し
た
。

桜
並
木
の
草
刈
り
等
奉
仕
作
業

内
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

M
C
・
ラ
イ
オ
ン
ズ
情
報
委
員
長　

山
本
　
真
二

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ　
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

八
幡
浜
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事　

谷
口
　
幸
治

3R-1Z

3R-2Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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八
幡
浜
み
な
と
Ｌ
Ｃ
で
は
、
19
年
前

よ
り
市
内
の
小
学
生
を
対
象
と
し
て

「
魚
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
企
画
運
営

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
８
６
９
点
が
出

品
さ
れ
、２
０
２
３
年
１
月
21
日
（
土
）

～
29
日
（
日
）
八
幡
浜
市
美
術
館
に
て
、

「
第
19
回
魚
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト
展
示
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

最
終
日
に
は
表
彰
式
を
行
い
、
そ
の

後
も
優
秀
作
品
は
移
動
展
と
し
て
、
フ

ジ
グ
ラ
ン
北
浜
店
と
八
幡
浜
み
な
と

で
、多
く
の
市
民
に
ご
鑑
賞
頂
き
ま
す
。

　

伊
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
町
に

原
子
力
発
電
所
が
あ
る
こ
と
で
、
四
国

電
力
関
連
の
企
業
の
方
々
が
ク
ラ
ブ
会

員
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
電
所
の
構
内

に
は
、
若
い
社
員

も
多
く
年
２
回
の

献
血
奉
仕
を
発
電

所
内
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

伊
方
町
役
場
と
か
高
校
で
も
ご
協
力

頂
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
7
月

14
日
に
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
58

会
献
血
運
動
推
進
全
国
大
会
」
に
て
、

銀
色
有
功
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

第
58
回 

献
血
運
動
推
進
全
国
大
会

伊
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

情
報
・
P
R
・
会
報
委
員
会  

委
員
長　

末
光
　
勝
幸

魚
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト八

幡
浜
み
な
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

幹
事　

大
田
　
康
詞

3R-2Z

3R-2Z

審査会

展示会

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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伊
予
吉
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
に
て
地
域
の

公
園
・
海
岸
清
掃
な
ど
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
地
元
住
民
、
小
学
生
、
中
学
生
、

高
校
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
連
携

し
た
活
動
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

H
30
年
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
長
期

に
わ
た
っ
て
災
害
ゴ
ミ
置
き
場
と
な
っ

た
吉
田
公
園
周
辺
を
清
掃
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

災
害
時
の
苦
し
ん
だ
瞬
間
も
脳
裏
に

浮
か
び
ま
し
た
が
き
れ
い
に
整
備
さ
れ

生
ま
れ
変
わ
っ
た
公
園
を
細
部
ま
で
ゴ

ミ
を
回
収
で
き
て
と
て
も
清
々
し
い
気

持
ち
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
予
吉

田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
地
域
の
催

事
に
て
献
血
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

　

宇
和
島
市
中
央
町
牛
鬼
ス
ト
リ
ー
ト

に
、
広
島
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
由
来
の

火
を
灯
す
「
平
和
の
塔
」
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
１
９
４
５
年
の
夏
、
原
爆

投
下
に
よ
り
尊
い
命
を
奪
わ
れ
た
方
々

の
慰
霊
と
恒
久
平
和
を
祈
る
も
の
と
し

て
、
宇
和
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

２
０
０
５
年
に
建
立
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
以
来
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
８
月

６
日
に
塔
の
前
で
平
和
祈
念
式
典
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
当
日
の
朝
に

塔
周
辺
の
清
掃
を
し
た
後
、
午
前
８
時

15
分
に
黙
と
う
、
献
花
し
犠
牲
者
の
霊

を
弔
い
ま
し
た
。
世
界
は
不
安
定
要
因

も
多
い
時
代
で
す
。
平
和
な
世
を
次
代

へ
つ
な
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

第
15
回 

平
和
の
塔
追
悼
祈
念
式
典

宇
和
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

Ｍ
Ｃ
・
地
区
誌
編
集
委
員
長　

一
色
　
敏
徳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動

伊
予
吉
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

3R-3Z

3R-3Z

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
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日
本
に
は
手
紙
を
送
り
合
う
良
い
文

化
が
あ
る
。
そ
れ
を
体
験
し
て
も
ら
う

為
、
南
宇
和
Ｌ
Ｃ
で
は
夏
季
に
愛
南
町

内
の
小
学
校
４
年
生
と
担
任
に
、
冬
季

に
は
５
・
６
年
生
に
は
が
き
を
贈
呈
し

て
い
る
。

　

７
月
に
一
本
松
小
学
校
で
贈
呈
式
を

行
っ
た
際
、
緒
方
蓮
太
く

ん
は
「
暑
中
見
舞
い
を
書

く
の
は
初
め
て
」
と
は
に

か
み
、
嶋
本
純
怜
さ
ん
は
「
産
休
中
の

担
任
の
先
生
に
『
赤
ち
ゃ
ん
は
元
気
で

す
か
。
３
学
期
か
ら
ま
た
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
』
と

送
り
た
い
」
と
話

し
て
い
た
。

あ
り
が
と
う
葉
書
メ
ッ
セ
ー
ジ

南
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

3R-3Z

奉仕への特別な呼びかけに応えよう

スペシャルティクラブ・プログラムは、共通
の関心や情熱を持つ会員により構成された
クラブを結成するためのもので、お互いが
より深いつながりを持つことができます。
共通項としては、たとえば、趣味、職業、文
化、共通の奉仕分野、あるいは人生経験な
どが考えられます。

スペシャルティクラブの結成によって、世界
各地で集った人々が、その情熱をやり甲斐
のある奉仕事業という形にして、地域社会
に直接利益をもたらすことができます。

スペシャルティ・ライオンズクラブへの入会
は、すべての世代にとって、共通の関心事を
持つ人々と出会い、地域に奉仕しながらリ
ーダーシップのスキルを身につけることが
できる素晴らしい方法です。

ク
ラ
ブ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
報
告
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
ク
ラ
ブ
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９
月
11
日
、
高
知
市
サ
ウ
ス
ブ
リ
ー

ズ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
高
知
と
さ
み
ず

き
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
20
歳
を
祝
う

会
・
高
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
さ
み

ず
き
支
部
認
証
状
授
与
式
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　

創
立
以
来
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
事

業
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
い
、
今
日
ま

で
20
年
に
亘
り
絶
や
す
こ
と
な
く
事
業

継
続
し
て
き
た
。
昨
今
、
度
重
な
る
気

候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
の
増
加
、
世

界
的
紛
争
な
ど
子
供
た
ち
が
育
ち
に
く

い
背
景
も
あ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
進
化

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
を
継
続
す
る
事

で
、
負
の
環
境
に
居
る
多
く
の
子
供
た

ち
が
、
明
る
く
強
く
積
極
的
に
生
き
る

力
を
育
む
こ
と
が
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

　

今
般
、
本
年
に
至
り

高
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
に
合
併
、
支
部
ク
ラ

ブ
設
立
認
証
の
運
び
と

な
り
、
従
来
の
活
動
が

高
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
と
さ
み
ず
き
支
部
と

し
て
事
業
継
承
さ
れ

た
。

【20歳のお祝い記念事業】
　 ・ライオンズクエストプログラム普及推進活動
　 ・高知県小児糖尿病つぼみの会支援	 金一封
　 ・チャイルドラインこうち支援	 金一封
　 ・「GIFT」子ども食堂支援	 金一封
　 ・ライオンズクエスト支援	 金一封
 　・高知県献眼骨髄バンク支援	 金一封

高知とさみずきライオンズクラブ20歳を祝う会
高知ライオンズクラブとさみずき支部認証状授与式

とさみずき支部会長　池　美季

高
知
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
さ
み
ず
き
支
部
認
証
状
授
与
式
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8
月
21
日
、
今
治
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
第
一
回
地
区
ガ
バ
ナ
ー

諮
問
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
期
は
井
出
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
の
も
と
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
指
導
に

従
い
、
い
ま
ま
で
と
は
違
う
ス
タ
イ
ル

で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
軸
に
し

た
諮
問
委
員
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
議
題
は
最
初
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
「
奉
仕
の
ニ
ー
ズ

を
つ
か
む
」
を
テ
ー
マ
に
い
く
つ
か
台

本
を
作
成
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も

念
入
り
に
お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
参
加
し
て
き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
参
加
者
の
方
が
比
較
的
若
く
、

ゾ
ー
ン
の
少
し
ご
年
配
方
の
み
な
さ
ん

に
は
抵
抗
が
あ
る
の
か
な
と
、
か
な
り

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
始
め
て

み
る
と
、
楽
し
く
意
見
交
換
が
で
き
て

い
る
よ
う
で
安
心
し
ま
し
た
。

　

話
し
合
い
の
内
容
は
や
は
り
青
少
年

育
成
に
関
す
る
こ
と
が
多
く
、
不
登
校

支
援
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

使
っ
た
若
者
支
援
、
今
期
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
方
針
で
も
あ
る
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
で
し
た
。
ま
た
、
ギ

ネ
ス
ブ
ッ
ク
に
載
る
よ
う
な
奉
仕
が
し

た
い
、
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
意

見
も
出
て
い
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
発
表

も
全
グ
ル
ー
プ
に
し
て
も
ら
い
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
し
、
情
報
の
共

有
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
新
し
い
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
と

い
う
意
見
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
懇

親
会
で
、
い
ま
ま
で
の
諮
問
委
員
会
で

一
番
楽
し
か
っ
た
と
か
、
参
加
し
て
よ

か
っ
た
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
感
無

量
で
し
た
。
次
回
の
諮
問
委
員
会
も
褒

め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
ら
な
い

と
い
け
な
い
で
す
。

ワークショップを主とした
地区ガバナー諮問委員会
今治東ライオンズクラブ（2R-2Z）　阿部　国弘

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
主
と
し
た
地
区
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
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丸亀ライオンズクラブ　横井　咲希さん

➡︎

◀◀

ヘアドネーションへの思い
丸亀ライオンズクラブ

ヘアドネーションとは、小児がん、先天性の脱毛症、不慮の事故などで、頭髪を失った子供の
ために寄付された髪の毛でウィッグを作り、無償で提供する活動。　 出典: ウィキペディア（Wikipedia）

ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
思
い
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成
人
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
の
を
受
け
て
、
日
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
も
入
会
規
定
を
18
歳
～
と
変
更

し
、
併
せ
て
今
期
よ
り
、
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
学
生
会
員
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
18
歳
～
30
歳
ま
で

で
学
生
証
が
あ
る
方
は
、
学
生
会
員
と

し
て
入
会
出
来
ま
す
。
奉
仕
活
動
に
相

応
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
証
明
書
（
※
履
歴

書
等
に
も
記
載
出
来
る
公
の
も
の
）
も

交
付
し
ま
す
。

　

学
生
が
積
極
的
に
奉
仕
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
本
人
の
成
長
は
勿
論
、

次
世
代
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
会
員
を
育
て
、

未
来
の
担
い
手
に
成
長
し
て
く
れ
る
仕

組
み
が
開
始
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
の
度
、
3
3
6
―
A
地
区
と
し
ま

し
て
は
ま
だ
少
数
の
学
生
会
員
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
各
ク
ラ
ブ
が
既
に
高
校

生
や
一
般
の
大
学
生
、
或
い
は
専
門
学

校
生
と
共
に
各
々
の
奉
仕
活
動
を
行
っ

て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
3
3
6
―
A

地
区
内
だ
け
の
「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
証
明
書
」
を
発
行
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
証
明
書
は
、
日
本
ラ
イ
オ

ン
ズ
が
公
式
に
発
行
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
証
明
書
の
よ
う
な
公
的
な
力
は

あ
り
ま
せ
ん
。
が
、
若
年
か
ら
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
社
会
貢
献
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

若
い
世
代
の
活
動
を
承
認
し
て
あ
げ
よ

う
！
し
い
て
は
、
そ
れ
が
き
っ
か
け

で
も
っ
と
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
関
心

を
も
っ
て
く
れ
た
り
、
将
来
的
に
入
会

に
繋
が
っ
て
く
れ
れ
ば
吉
！
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
す
。
規
定
は
設
け
て
お
り

ま
せ
ん
。
各
ク
ラ
ブ
が
、
3
3
6
―
A

地
区
H
P
の
「
資
料
室
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
頂
き
ご
活
用
下
さ
い
。

ライオンズクラブ国際協会 336-A地区

学生ボランティア活動証明書
	 山本　久美子地区GMA 新クラブチーム

SCP・FWTコーディネーター

ライオンズ国際協会 336-A 地区

資料室 ➡ 336-A地区 関係書類・資料 ➡ ボランティア活動証明書 (Word）
からダウンロードしてください。 

3
3
6
︱
A
地
区 

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
証
明
書
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市村　通夫 鴨　島

GMA副リーダー/第１副地区ガバナー GMA副リーダー/第2副地区ガバナー

GMA副リーダー/地区GMTコーディネーター

橋本　充好 高知柏

クラブにしっかりと情報を提供し、クラブのフィードバックを受け止めながら進めるためには、リジョンチェアパーソンと
ゾーンチェアパーソンがそれぞれのリーダーとなって、クラブ会長からクラブの各委員会につないでいくことが不可欠

ライオンズクラブ国際協会 336-A地区  2022-2023年度 GMA 組織

酒井　公一 高知りょうま

GMA支援チーム
地区GSTコーディネーター

真鍋　　隆 こんぴら

山﨑　勝彦 高　知 石井　淑雄 坂出白峰

GMAリーダー/GATファシリテーター/
地区ガバナー

地区GLTコーディネーター

リジョンGMAリーダー：リジョンチェアパーソン ゾーンGMAリーダー：ゾーンチェアパーソン

エクステンション委員会 会員増強委員会 会員満足度委員会
委員長 委員長 委員長

委員 委員 委員
委員 委員 委員

石川　裕之 三豊
メンバー 藤岡志津恵 高知りょうま

地区GMA 新クラブチーム
リーダー 山本久美子 徳島藍

メンバー メンバー 横山　伸也 松山金亀
メンバー 池　　美季 高知

こんぴら
地区GMA 新会員チーム

リーダー 真鍋　　隆
斎藤　明子

メンバー 東　　晃一
メンバー

リーダー 長尾　和彦
地区GMA 会員満足度チーム

GAT・GMA・会則 委員会
委員長
１R　委員
２R　委員
３R　委員
４R　委員
５R　委員
６R　委員
７R　委員
８R　委員
９R　委員

一宮　昭夫
山本　宗宏
梶原　俊二
板倉　定夫
美馬　克行
大河内　孝
畠中　耕一
白坂　吉友
唐住　利明
広瀬　和範

北　島
松山中央
今　治
伊予吉田
高　松
観音寺
高　知

高知りょうま
阿　南
徳島眉山

ＭＣ 委員会
委員長
１R　委員
２R　委員
３R　委員
４R　委員
５R　委員
６R　委員
７R　委員
８R　委員
９R　委員

赤星　朝彦
佐伯　康司
三好　正俊
末光　勝幸
藪脇　博之
香川　　均
乾　　哲郎
和田　信介
日浅　哲仁
元木　章生

神　山
松　前
川之江中央
伊　方
小豆島
綾歌郡
四万十
高知中央
土　成
阿波池田

クラブ会長

・G A T……
・GMT……
・GMA……
・G S T……
・G L T……
・MC………

グローバル・アクション・チーム
グローバル会員増強チーム
グローバル会員増強アプローチ
グローバル奉仕チーム
グローバル指導力育成チーム
マーケティングコミュニケーション

Global Action Team
Global Membership Team
Global Membership Approach
Global Service Team
Global Leadership Team
Marketing Communication

略 号 の 説 明

高松源平
高知

松山ホスト

LCIF（ライオンズクラブ国際財団）について
ライオンズの使命は、ライオンズクラブ、ボランティア、そして
パートナーが、世界中の人々の暮らしに影響を及ぼす人道奉仕
と交付金を通じて、健康と福祉を改善し、地域社会を強化し、
恵まれない人々に支援を提供するとともに、平和と国際理解を
促進できるよう、力を与えることです。

ライオンズクラブ国際財団（LCIF）は、世界的な問題に取り組むとともに、地域の大規模な
人道支援事業を行うライオンズを支援することによって、ライオンズクラブ国際協会の活動
を新たな高みへと導くために1968年に設立されました。LCIFの歴史は、インパクトの大きな
事業、有意義なパートナーシップ、そしてライオンズの思いやりと活動であふれています。

過去1世紀にわたり、ライオンズは団結し、その地域社会のニーズに応えてきました。私たち
の使命は非常に説得力があり、極めて重要であるがゆえに、200 を超える国と地域で人々を
支援する、世界最大の奉仕組織になったのです。世界各地で活動するライオンズがいるため
に、私たちはローカルの課題に効率よく効果的に取り組むことができます。私たちのグロー
バルな財団の資金と専門知識といった膨大なリソースは、世界規模で変化をもたらす力を
私たちに与えてくれるのです。

最初の交付金が提供される

クエスト（現在「ライオンズクエスト」として知られる）
との協力関係が始まる

「視力ファースト・プログラム」開始

河川盲目症およびトラコーマと闘うために、LCIFと
カーターセンターがパートナーシップを締結

「オープニングアイズ」プログラムを通してスペシャル
オリンピックスとのパートナーシップ開始

1968年の創設以来
17,500件以上の交付金 を通じて11億ドル以上 を提供

年表 ［1972-2022］

1972
1984

1990

1999

2001

LCIFとジョンソン・エンド・ジョンソン・ビジョンが
「サイト・フォー・キッズ」を開始

「視力ファースト・キャンペーン II」開始

LCIF は、日本での災害救援活動のために 2,100 万
ドル以上を拠出

「キャンペーン100：奉仕に力を」の開始を発表

LCIFは小児がんと食料支援の二つの新しい交付金
プログラムを開始

歴史的な「キャンペーン100」の終了を祝う

2002

2003

2011

2018

2019

2022

あなたの財団をご支援ください
336-A地区今期目標　400,000ドル献金の達成

クラブシェアリングの活用を図りましょう！

L
C
I
F
（
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
財
団
）
に
つ
い
て
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市村　通夫 鴨　島

GMA副リーダー/第１副地区ガバナー GMA副リーダー/第2副地区ガバナー

GMA副リーダー/地区GMTコーディネーター

橋本　充好 高知柏

クラブにしっかりと情報を提供し、クラブのフィードバックを受け止めながら進めるためには、リジョンチェアパーソンと
ゾーンチェアパーソンがそれぞれのリーダーとなって、クラブ会長からクラブの各委員会につないでいくことが不可欠

ライオンズクラブ国際協会 336-A地区  2022-2023年度 GMA 組織

酒井　公一 高知りょうま

GMA支援チーム
地区GSTコーディネーター

真鍋　　隆 こんぴら

山﨑　勝彦 高　知 石井　淑雄 坂出白峰

GMAリーダー/GATファシリテーター/
地区ガバナー

地区GLTコーディネーター

リジョンGMAリーダー：リジョンチェアパーソン ゾーンGMAリーダー：ゾーンチェアパーソン

エクステンション委員会 会員増強委員会 会員満足度委員会
委員長 委員長 委員長

委員 委員 委員
委員 委員 委員

石川　裕之 三豊
メンバー 藤岡志津恵 高知りょうま

地区GMA 新クラブチーム
リーダー 山本久美子 徳島藍

メンバー メンバー 横山　伸也 松山金亀
メンバー 池　　美季 高知

こんぴら
地区GMA 新会員チーム

リーダー 真鍋　　隆
斎藤　明子

メンバー 東　　晃一
メンバー

リーダー 長尾　和彦
地区GMA 会員満足度チーム

GAT・GMA・会則 委員会
委員長
１R　委員
２R　委員
３R　委員
４R　委員
５R　委員
６R　委員
７R　委員
８R　委員
９R　委員

一宮　昭夫
山本　宗宏
梶原　俊二
板倉　定夫
美馬　克行
大河内　孝
畠中　耕一
白坂　吉友
唐住　利明
広瀬　和範

北　島
松山中央
今　治
伊予吉田
高　松
観音寺
高　知

高知りょうま
阿　南
徳島眉山

ＭＣ 委員会
委員長
１R　委員
２R　委員
３R　委員
４R　委員
５R　委員
６R　委員
７R　委員
８R　委員
９R　委員

赤星　朝彦
佐伯　康司
三好　正俊
末光　勝幸
藪脇　博之
香川　　均
乾　　哲郎
和田　信介
日浅　哲仁
元木　章生

神　山
松　前
川之江中央
伊　方
小豆島
綾歌郡
四万十
高知中央
土　成
阿波池田

クラブ会長

・G A T……
・GMT……
・GMA……
・G S T……
・G L T……
・MC………

グローバル・アクション・チーム
グローバル会員増強チーム
グローバル会員増強アプローチ
グローバル奉仕チーム
グローバル指導力育成チーム
マーケティングコミュニケーション

Global Action Team
Global Membership Team
Global Membership Approach
Global Service Team
Global Leadership Team
Marketing Communication

略 号 の 説 明

高松源平
高知

松山ホスト

G
M
A
組
織
・
略
号
の
説
明
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336-A地区会員現況

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
Z小計
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
Z小計
松山中央
松山南
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー
Z小計
R合計  
新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Z小計
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
Z小計
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
Z小計
西条
東予
伊予小松
西条石鎚
Z小計
R合計
大洲
宇和
内子
野村
Z小計
八幡浜
三瓶
伊方
保内
八幡浜みなと
Z小計
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北
Z小計
R合計  

34
52
56
62
46
250
56
43
53
20
30
48
25
275
111
45
59
67
34
316
841
60
11
30
47
148
58
46
41
38
183
40
39
50
32
17
178
70
52
13
40
175
684
41
42
48
16
147
37
14
35
14
41
141
32
20
35
38
125
413

35
54
53
55
48
245
58
43
57
20
31
48
25
282
111
46
60
67
39
323
850
59
11
29
44
143
58
47
43
38
186
41
40
51
32
16
180
70
52
13
36
171
680
42
41
49
16
148
38
14
37
14
41
144
33
20
36
37
126
418

1
2
-3
-7
2
-5
2
0
4
0
1
0
0
7
0
1
1
0
5
7
9
-1
0
-1
-3
-5
0
1
2
0
3
1
1
1
0
-1
2
0
0
0
-4
-4
-4
1
-1
1
0
1
1
0
2
0
0
3
1
0
1
-1
1
5

R Z

1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

2

3

クラブ名 期首 10月末 増減
0
0
13
35
0
48
0
0
9
0
8
3
0
20
0
0
5
0
4
9
77
2
0
2
0
4
6
0
3
1
10
2
13
21
2
0
38
25
12
0
10
47
99
0
10
19
0
29
0
0
0
0
0
0
2
0
5
9
16
45

家族会員
高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
Z小計
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
Z小計
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
高松グリーン
Z小計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北
Z小計
R合計
丸亀
坂出
坂出白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
Z小計
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央
Z小計 
R合計
高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
Z小計
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
Z小計
四万十
土佐清水
宿毛
大方
大正
Z小計
R合計 

31
43
26
37
20
20
177
48
46
24
27
30
175
37
31
46
51
16
181
16
39
33
59
26
30
203
736
94
36
129
21
67
33
39
419
42
38
61
41
45
23
250
669
73
54
44
36
37
244
25
46
28
19
21
139
58
38
19
23
14
152
535

31
45
24
37
19
20
176
48
45
24
26
31
174
36
33
58
50
16
193
16
42
33
61
25
29
206
749
94
39
131
21
68
33
42
428
41
40
61
41
45
23
251
679
74
54
44
36
39
247
26
48
28
18
20
140
58
39
19
23
14
153
540

0
2
-2
0
-1
0
-1
0
-1
0
-1
1
-1
-1
2
12
-1
0
12
0
3
0
2
-1
-1
3
13
0
3
2
0
1
0
3
9
-1
2
0
0
0
0
1
10
1
0
0
0
2
3
1
2
0
-1
-1
1
0
1
0
0
0
1
5

4

1

2

5

6

1

2

1

2

3

3

4

0
7
0
10
7
4
28
9
12
0
9
7
37
11
0
4
24
0
39
9
2
9
16
0
5
41
145
0
4
70
5
24
4
8

115
0
3
21
0
25
0
49
164
8
14
14
13
9
58
0
0
7
3
0
10
11
4
0
3
2
20
88

高知鷹城
室戸
南国
土佐香南
高知鏡川
Z小計
高知黒潮
土佐山田
土佐本山
高知南
高知よさこい
Z小計
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
Z小計
R合計
徳島
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
Z小計
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも
Z小計  
R合計
徳島眉山
鳴門
藍住
板野
鳴門西
北島
Z小計
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍
Z小計  
R合計  

52
26
26
33
33
170
66
7
28
30
38
169
36
57
40
62
195
534
10
26
51
12
23
35
70
227
16
19
37
30
35
29
29
195
422
27
39
33
30
17
45
191
25
40
30
16
13
28
152
343

51
27
24
32
32
166
64
9
28
32
35
168
36
59
38
61
194
528
10
26
52
12
23
35
71
229
16
20
33
30
34
29
29
191
420
27
42
33
30
18
47
197
25
40
26
17
13
28
149
346

-1
1
-2
-1
-1
-4
-2
2
0
2
-3
-1
0
2
-2
-1
-1
-6
0
0
1
0
0
0
1
2
0
1
-4
0
-1
0
0
-4
-2
0
3
0
0
1
2
6
0
0
-4
1
0
0
-3
3

7

1

2

8

9

1

2

1

2

3

10
4
0
9
3
26
0
2
6
0
11
19
2
16
4
21
43
88
0
11
15
2
2
0
0
30
0
6
12
0
0
0
6
24
54
0
0
0
0
0
2
2
0
4
7
0
0
5
16
18

期　間：2022年7月度～2022年10月度

＊11月1日時点でのServannaAでの月別会員数
　となります。
　ServannaAと国際協会のMyLCIとは切断され
ているため情報の反映に時差が生じています。

　家族会員数は再掲です。

R Z クラブ名 期首 10月末 増減 家族会員 R Z クラブ名 期首 10月末 増減 家族会員

地区合計 5177 5210 77833

3
3
6
︱
A
地
区
会
員
現
況
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謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

物
故
会
員

編

集

後

記

①阿河　実三（86歳）

②4R-4Z 高松屋島
③2022年6月10日

①真鍋　照美（78歳）

②4R-4Z 高松北
③2022年6月13日

①齋藤　忠恒（77歳）

②9R-1Z 鳴門西
③2022年6月16日

①中川　時雄（92歳）

②3R-2Z 保内
③2022年6月12日

①竹村維早夫（90歳）

②6R-1Z 高知
③2022年6月17日

①戸田　善丈（69歳）

②1R-1Z 松山城山
③2022年6月21日

①河野　研一（79歳）

②4R-4Z 高松屋島
③2022年6月21日

①三好　進一（80歳）

②4R-1Z 小豆島東
③2022年6月21日

①迫村ミツ子（76歳）

②8R-2Z 徳島吉野川
③2022年7月7日

①近藤　虎雄（94歳）

②2R-3Z 伊予土居
③2022年7月11日

①大澤　信之（87歳）

②2R-2Z 今治
③2022年7月12日

①海田　周治（75歳）

②5R-2Z 観音寺
③2022年8月20日

①中島　博志（73歳）

②1R-1Z 砥部
③2022年9月15日

①木村　守（67歳）

②4R-4Z 高松空港
③2022年9月15日

①石川　和謙（87歳）

②2R-4Z 西条石鎚
③2022年9月30日

①近森　雅彦（75歳）

②7R-1Z 土佐香南
③2022年9月3日

①氏名・享年
②LC名
③没年月日
（2022年6月10日～2022年9月30日）

①中倉　茂仁（63歳）

②9R-2Z 鴨島
③2022年8月27日

①西岡啓二郎（74歳）

②6R-1Z 高知北
③2022年8月27日

　
地
区
誌
の
第
２
号
に
つ
い
て
は
、

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
、
ク
ラ
ブ
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
主
と
し
た
内
容
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、

今
回
は
紙
面
上
の
都
合
か
ら
１
〜
３

R
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
紹
介
と
し

ま
し
た
が
、
今
後
は
４
〜
9
R
の
各

ク
ラ
ブ
の
紹
介
を
２
回
に
分
け
て
掲

載
し
て
ま
い
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
実
施
が
困
難
な

ク
ラ
ブ
な
ど
、
諸
事
情
あ
る
も
の
と

拝
察
し
ま
す
が
、
今
後
と
も
ウ
ィ

サ
ー
ブ
の
心
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。M

C
・
地
区
誌
編
集
委
員
会
　

赤
星
　
朝
彦
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〒776-0010  徳島県吉野川市鴨島町鴨島155番地６
tel  0883-36-1442　fax  0883-36-1443
mail:kamojimacab@lci336a.org

2022～2023年度
ライオンズ国際協会
336-Ａ地区　鴨島キャビネット事務局

地区誌 しこく10・11・12月
2022年・第120号  No.2
・発 行 日　令和4年11月 21日
・発 行 所　336-Ａ地区 鴨島キャビネット事務局
・発 行 人　市村通夫
・企画編集　ＭＣ・地区誌編集委員会
・印　　刷　株式会社　成光社

2023年４月23日日2023年４月22日土
■ 記念ゴルフ大会
　・サンピアゴルフクラブ
　・徳島カントリー倶楽部 月の宮コース
　 登録料　5,000円

■ 年次大会前夜祭
　 会　場　JRホテルクレメント徳島
　 時　間　19：30～
　 登録料　10,000円

徳島の方言、阿波弁で「まけまけいっぱい」とは「こぼれそうなほどいっぱい」という意味です。
「こばれそうなほどたくさんのおもてなしをご用意しておりますので、徳島でゆっくりしていって
ください」という意味を込めています。

「まけまけいっ
ぱいのおもてなし

　　 阿波の真心！ Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ
！」

大会スローガン

徳島大会 と　き／2023年4月22日（土）・23日（日）
ところ／日本フネン市民プラザ（吉野川市民プラザ）
登録料／7,000円

地区年次大会
第69回 ライオンズクラブ 国際協会336-A地区

8：00～ ９：00
9：30～10：30
11：00～12：00
12：00～13：00
13：00～15：00

指名選挙会  投票
分科会
代議員総会
昼食会
大会式典

■ 年次大会
　 会　場　日本フネン市民プラザ（吉野川市民プラザ）

We Serve
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丸亀城（香川県丸亀市）

藍の花

四国八十八ヶ所霊場  第11番札所  藤井寺


